
国土交通省 北陸雪害対策技術センター

　主に日本海側の山沿いから山岳地域で降る雪を山雪といい、主に海岸地域や平野部に多く降る雪を
里雪といいます。
　山雪となるときの地上気圧配置は西高東低型が多く、季節風が強いことが特徴です。
　里雪となるときの地上気圧配置は袋型が多く、山雪に比べて季節風が弱いことが特徴です。

①山雪の概念図

②里雪の概念図

気象概念（山雪・里雪）
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上空の寒気の中心で
雪雲が発生
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※出典：①②新潟地方気象台ＨＰより


